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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　四周枠組みした框枠と、四周枠組みし框枠の内周側に配置したパネル枠と、室外側化粧
材と、室内側化粧材とを備え、パネル枠を構成する少なくとも一組の対向する枠は、外周
側部と、外周側部の見込み方向略中央部から内周側に突出して断面略Ｔ字状を成すように
室内側と室外側に段部を形成する内周側部から成るものであり、内周側部は、室外側の内
周側端部にパネルの室外側面を保持するパネル保持部を突設し、室内側端部に室内側化粧
材取付部を有し、外周側部の室内側面及び内周側部の室内側面には断熱材を配置し且つ框
枠とパネル枠の間には断熱材が配置してあり、室外側金属パネルが框枠の室外側面からパ
ネル枠の外周側部の室外側面まで接着してあると共に、室内側金属パネルが框枠の室内側
面からパネル枠の内周側部に配置した断熱材の内周側端部まで接着してあり、室外側化粧
材は、パネル枠の室外側段部に配置してあると共に、室外側金属パネルの内周側端部とパ
ネル保持部を被覆しており、室内側化粧材は室内側化粧材取付部に取り付けてパネルの室
内側面を保持すると共に、室内側金属パネルの内周側端部を被覆していることを特徴とす
る断熱建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、断熱ドア等の断熱建具に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　断熱建具において、框枠の内周側開口部にパネルを設け、框枠とパネルとの間に断熱材
を設けることが公知である。
　特許文献１には、断熱材の内周側に設けた室外側化粧材と室内側化粧材とを連結して、
室外側化粧材と室内側化粧材との内周側でパネルを挟持した断熱建具が開示されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１４７１２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の技術では、室外側化粧材と室内側化粧材とは断熱材の内周側で連
結しているので、室外側化粧材と室内側化粧材との間に断熱材を配置することできない為
、断熱性に劣るという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、パネルの周囲に室外側化粧材と室内側化粧材とを有する断熱建具に
おいて、断熱性を高めることができる断熱建具の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、四周枠組みした框枠と、四周枠組みし框枠の内周側に配置し
たパネル枠と、室外側化粧材と、室内側化粧材とを備え、パネル枠を構成する少なくとも
一組の対向する枠は、外周側部と、外周側部の見込み方向略中央部から内周側に突出して
断面略Ｔ字状を成すように室内側と室外側に段部を形成する内周側部から成るものであり
、内周側部は、室外側の内周側端部にパネルの室外側面を保持するパネル保持部を突設し
、室内側端部に室内側化粧材取付部を有し、外周側部の室内側面及び内周側部の室内側面
には断熱材を配置し且つ框枠とパネル枠の間には断熱材が配置してあり、室外側金属パネ
ルが框枠の室外側面からパネル枠の外周側部の室外側面まで接着してあると共に、室内側
金属パネルが框枠の室内側面からパネル枠の内周側部に配置した断熱材の内周側端部まで
接着してあり、室外側化粧材は、パネル枠の室外側段部に配置してあると共に、室外側金
属パネルの内周側端部とパネル保持部を被覆しており、室内側化粧材は室内側化粧材取付
部に取付けてパネルの室内側面を保持すると共に、室内側金属パネルの内周側端部を被覆
していることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、室外側化粧材と室内側化粧材とがこれらの間に設けた
一組のパネル枠に取付けてあると共に、框枠とパネル枠との間に設けた断熱材と、パネル
枠の室内側段部に設けた断熱材及び外周側部に設けた断熱材とで、框枠から室内側化粧材
に至る断熱面を形成しているので、断熱建具の断熱性を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下に、添付図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１は本実施の形態に係
る断熱建具を図５（ａ）のＡ―Ａ位置で切断して示す断面図であり、図２は図１に示すＣ
部の分解図であり、図３は本実施の形態に係る断熱建具を図５（ａ）のＢ―Ｂ位置で切断
して示す断面図であり、図４は図３に示すＥ部の分解図であり、図５は本実施の形態に係
る断熱建具の図であり、（ａ）は室外側から見た正面図、（ｂ）は室内側から見た正面図
である。
　本実施の形態に係る断熱建具１は、断熱ドアであり（図５参照）、図１及び図３に示す
ように、外周に左右の竪框（框枠）３及び上下の横框（框枠）４が設けてあり、框３、４
の内周側開口部２にはパネル７とパネル７の周囲に左右の竪パネル枠（一組の対向する枠
）５及び上下の横パネル枠６とが設けてある。また、左右の竪框３と左右の竪パネル枠５
との間及び上下横框４と上下の横パネル６との間には各々主断熱材（断熱材）２０が設け
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てある。
　竪パネル枠５及び横パネル枠６の室外側には、室外側鋼板（室外側金属パネル）９と、
室外側化粧材１１とが設けてあり、室内側には、室内側鋼板（室内側金属パネル）１７と
、室内側化粧材１９とが設けてある。
　本実施の形態では、竪パネル枠５の室内側に、内周側補助断熱材（断熱材）１３と、外
周側補助断熱材１５（断熱材）とが設けてあり、パネル７の左右側が本発明に係る構造に
なっているので、先ず、パネル７の左右側の構成を説明する。
　図１及び図２に示すように、竪パネル枠５は、見込み寸法が竪框３よりも僅かに小さい
外周側部２１と、外周側部２１の見込み方向略中央部から内周側に突出し室内側と室外側
に凹んだ断面略Ｔ字状を成している。即ち、竪パネル枠５の室外側面には、内周側が外周
側部２１よりも凹んだ室外側段部（内周側部）２３が設けてあると共に、室内側面にも、
内周側が外周側部２１よりも凹んだ室内側段部（内周側部）２５が設けてある。
　竪パネル枠５の室外側面には、室外側段部２３よりも内周側にパネル保持部２７が突出
してあり、パネル保持部２７に取付けたシーリング部材２９をパネル７の室外面に当接し
てパネル７を保持している。竪パネル枠５において、パネル保持部２７と室外側段部２３
との間には、室外側化粧材１１を取付ける室外側化粧材取付部２８が設けてある。本実施
の形態では、室外側化粧材取付部２８はねじ３９の挿通孔である。
　また、竪パネル枠５の室内側面には、室内側段部２５の内周側に室内側化粧材１９を取
付ける室内側化粧材取付部３１が設けてある。室内側化粧材取付部３１はねじ孔である。
　室外側鋼板９は、竪框３の室外側面と主断熱材２０の室外側面とパネル枠外周側部２１
の室外側面に接着してこれらを覆っている。
　室外側化粧材１１は、竪パネル枠５の室外側段部２３に配置してあり、外周側に室外側
鋼板９の被覆部３５を有し、内周側にパネル枠５との被取付部３７及び竪パネル枠５のパ
ネル保持部２７を被覆する被覆部３２が設けてある。室外側鋼板９の被覆部３５は、室外
側鋼板９の内周側部における室外側面に当接して、パネル枠外周側部２１との間に室外側
鋼板９を挟持している。竪パネル枠５との被取付部３７はねじ溝であり、竪パネル枠５の
室外側化粧材取付部２８に挿通したねじ３９で竪パネル枠５に固定されている。
　室外側化粧材１１は、本実施の形態では、内周側部材１１ａと外周側部材１１ｂとの２
部材をねじ４１で止めて一体にしている。この竪パネル枠５に取付ける室外側化粧材１１
は、横パネル枠６に取付ける室外側化粧材１２（図５（ａ）及び図３参照）よりも横幅広
で且つ外周側が内周側よりも室外側に突設するような立体的な特徴あるデザインが施され
ている。
　尚、室外側化粧材１１の室内側には、竪パネル枠５の室外側段部２３に当接する当接部
４３が内周側と外周側とに設けてある。
　内周側補助断熱材１３は、竪パネル枠５の室内側段部２５に設けてあり、段部２５の凹
みと見込み方向の寸法が略同じ寸法の厚みになっている。
　外周側補助断熱材１５は板状であって、パネル枠外周側部２１の室内側面に係合して外
周側部の室内側面を覆っている。外周側補助断熱材１５は、主断熱材２０と内周側補助断
熱材１３との間でこれらに連続して設けてある。
　室内側鋼板１７は、竪框３と主断熱材２０と外周側補助断熱材１５と内周側断熱部材１
３との室内側面に接着してこれらを覆っている。
　室内側化粧材１９は、竪パネル枠５の室内側化粧材取付部３１に取付けてあり、本実施
の形態では、竪パネル枠５の取付部３１にねじ３８で止めてある。室内側化粧材１９は、
樹脂材で覆った断熱構造になっている。
　室内側化粧材１９の内周側には、パネル７の室内側面に当接してパネル７を保持するパ
ネル保持部４５が設けてある。パネル保持部４５はパネル用シール材であり、上述した竪
パネル枠５のパネル保持部２７との間にパネル７を挟持している。室内側化粧材１９の外
周側には室内側鋼板１９内周側端部を被覆する被覆部４７が設けてあり、室内側鋼板１７
の内周側室内側面に当接して室内側鋼板１９を被覆すると共に保持している。
【０００９】



(4) JP 4981710 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

　次に、図３及び図４を参照して、パネル７の上下側の構成について説明するが、パネル
７の左右側の構成部分と同一の作用効果を奏する部分には同一の符号を付することにより
、その部分の詳細な説明を省略し、パネル７の左右の構成と異なる点を主に説明する。
　上下の横パネル枠６には、凹み状の室外側段部２３及び室内側段部２５がなく、内周側
補助断熱材１３を設けていない点及び、横パネル枠６に取付ける上下の室外側化粧材１２
には、特徴的な立体的デザインを施していない点が上述しパネル７の左右の構成と異なっ
ている。
　横パネル枠６の室内側には内周側補助断熱材１３がないので、横パネル枠外周側部２１
には、その室内側に外周側補助断熱材１５が嵌合してあり、外周側補助断熱材１５と横框
４とに亘って設けた室内側鋼板１７の内周側端部を室内側化粧材１９の被覆部４７が被覆
している。
【００１０】
　次に、本実施の形態に係る断熱建具１の組立て、作用及び効果について説明する。断熱
建具１の組立ては、図１又は図２に示すように、パネル７の左右側にあっては、竪框（框
枠）３の内周側に順次、主断熱材２０、竪パネル枠５を配置して、室外側ではパネル枠外
周部２１とパネル枠外周側部２１との室外側面に室外側鋼板９を接着し、竪パネル枠５の
室外側段部２３に室外側化粧材１１配置して、室外側化粧材１１の外周側では被覆部３５
を室外側鋼板９の室外側面に当接して被覆し、内周側では被取付部３７にねじ３９で固定
する。
　パネル７の上下側にあっては、図３又は図４に示すように、横框４の内周側に主断熱材
２０、横パネル枠６を配置して、竪框４とパネル枠外周部２１とパネル枠外周側部２１と
の室外側面に室外側鋼板９を接着し、室外側鋼板９に室外側化粧材１２を接着固定する。
　一方、竪パネル枠５の室内側では、パネル枠外周側部２１の室内側面に外周側補助断熱
材１５を嵌合し、竪パネル枠５の室内側段部２５に内周側補助断熱材１３を配置し、竪框
（框枠）３と主断熱材２０と外周側補助断熱材１５との室内側面を室内側鋼板１７で覆っ
て、竪框（框枠）３と外周側補助断熱材１５とに接着固定する。
　そして、竪横パネル枠５、６のパネル保持部２７にパネル７の室外側面を当接させるよ
うに配置し、竪パネル枠５の室内側化粧材取付部３１に室内側化粧材１９をねじ３８で固
定する。これにより、室内側化粧材１９の外周側は室内側鋼板１７の内周側室外側面に当
接し、内周側に設けたパネル保持部４５がパネル７の室内側面に当接して、パネル７を各
パネル枠５、６のパネル保持部２７と、室内側化粧材１９のパネル保持部４５とで挟持す
る。
【００１１】
　本実施の形態によれば、主断熱材２０とパネル７との間にパネル枠５を設け、室外側化
粧材１１と室内側化粧材１９とをその間に設けたパネル枠５に係合してあると共にパネル
枠５の室内側では、竪框３の内周側に設けた主断熱材２０と外周側断熱補助材１５と内周
側補助断熱材１３とで竪框３から室内側化粧材１９に至る断熱面を形成しているので、断
熱建具の断熱性を高めることができる。
　竪パネル枠５の室内側には、凹み状の室内側段部２５を設けて室内側段部２５に内周側
補助断熱材１３を配置しているので、断熱建具の見込み寸法を内周側補助断熱材１３の厚
みを厚くすることができる。
　竪パネル枠５にパネル保持部２７を設けてパネル７の室外側面を保持し、室外側化粧材
１１はパネル７を保持していないから、室外側化粧材１１の形状や材質の制限を緩和でき
、室外側化粧材１１のデザインの自由度が高い。更に、竪パネル枠５には、室外側に凹み
状の段部２３を設けて、室外側段部２３に室外側化粧材１１を配置しているので、室外側
化粧材１１が室外側へ突出する寸法を小さくできるから、室外側化粧材１１の立体的なデ
ザインの自由度が高い。
　室外側鋼板９には、その内周側室外側面に室外側化粧材１１の被覆部３５が当接して保
持されているから、室外側鋼板９の取付け強度を高めることができる。これにより、室外
側鋼板９の固定に使用する接着剤の使用量を少なくできる。
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　室内側鋼板１７は内周側室内側面に室内側化粧材１９の被覆部４７が当接して保持して
いるから、室外側鋼板１７の取付け強度を高めることができる。これにより、室外側鋼板
９と同様に室内側鋼板１７の固定に使用する接着剤の使用量を少なくできる。
【００１２】
　本発明は、上述した実施の形態に限らず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変形可
能である。
　例えば、横パネル枠６に、竪パネル枠５と同様に室外側段部２３と室内側段部２５とを
形成して、上下の室外側化粧材１２を室外側段部２３に設けると共に室内側段部２５に内
周側補助断熱材１３を設けると共に横パネル枠６の外周側部に外周側補助断熱材１５を設
ける構成にして、パネル７の上下についても左右と同様な断熱構造にしても良いし、パネ
ルの上下のみを左右と同様な断熱構造にしても良い。
　框枠３の室内側面にも断熱材を設け、室内側金属パネル１７を框枠３の断熱材に接着す
る構成にして、更に断熱性を高めるものであっても良い。
　断熱建具１は、ドアに限らず、引戸サッシの断熱障子や、断熱嵌め殺しサッシであって
も良い。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施の形態に係る断熱建具を図５（ａ）のＡ－Ａ位置で切断して示す断面図で
ある。
【図２】図１に示すＣ部の分解図である。
【図３】本実施の形態に係る断熱建具を図５（ａ）のＢ－Ｂ位置で切断して示す断面図で
ある。
【図４】図３に示すＥ部の分解図である。
【図５】本実施の形態に係る断熱建具の図であり、（ａ）は室外側から見た正面図、（ｂ
）は室内側から見た正面図である。
【符号の説明】
【００１４】
　１　　　断熱建具
　３　　　竪框（框枠）
　５　　　竪パネル枠（パネル枠）
　７　　　パネル
　９　　　室外側鋼板（室外側金属パネル）
　１１　　室外側化粧材
　１３　　内周側補助断熱材（断熱材）
　１５　　外周側補助断熱材（断熱材）
　１７　　室内側鋼板（室内側金属パネル）
　１９　　室内側化粧材
　２０　　主断熱材（断熱材）
　２１　　パネル枠の外周側部
　２３　　室外側段部（内周側部）
　２５　　室内側段部（内周側部）
　２７　　パネル保持部
　２８　　室外側化粧材取付部
　３１　　室内側化粧材取付部
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